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エリアの概要

歴史的な街並み

エリアの概要

路地

アートの街並み

パースには直線的に通る車の通行可能
な道のほかに、歩行者しか入れない路地
が多く存在します。路地にはお酒の飲め
る飲食店や雑貨店などがあるショッピン
グセンターと呼ばれるものと、店舗がなく、
通行のためだけのものがあり、後者には
多くのウォールアートが描かれています。
それぞれの路地が異なる特色を持ってお
り、外からは見えないものの、入れば全く
異なる雰囲気を持つ路地が数多く存在し
ています。

【2-6 Perthショッピングセンターエリア 】
　通路としての路地

【2-6 Perthショッピングセンターエリア】
　路地に店舗が集中するシャフト・レーン

路地の分布図

チャイナタウンを中心にウォールアート
が広がっています。洗礼されたウォール
アートは空間を彩る要素の一つとして街
の景観に大きな影響を与えています。

ウォールアート

ストリートオブジェ
【2-2 Northbridge繁華街エリア】
　路地裏にあるウォールアート

【2-3 Perth Culturalエリア】
　大学前にあるストリートオブジェ

個性的で芸術的なストリートオブジェが
多く存在します。オブジェは東西南北に
直線的に伸びるストリートの景観のアク
セントとなっているだけではなく、空間を
区切るポイントとしての役割にもなって
います。

ウォールアート
オブジェ

ウォールアートとストリートオブジェ分布図

イギリスの雰囲気を感じるゴシック建築
やバロック建築を用いた建築物がありま
す。多くの公共の建物にはブルータリズム
の建築が用いられました。20世紀には1
階に店舗、2階にはオフィスや住宅の建
築が見られるようになりました。

多様な建築様式

歴史を感じる建築物
1829年にイギリス人入植者により設立
されたパース市には、古い建物が数多く
あります。このエリアはパース市庁舎、州
庁舎、セントメアリー大聖堂などがある
歴史的中心部であり、これらの建築物は
19世紀後半から20世紀初頭の建築の
街並みを形成する要素となっています。

【2-6 Perth ショッピングセンターエリア】
　1階に店舗、2階に住宅の建築

【2-3 Perth Culturalエリア】
　西オーストラリア州立博物館

City Of Perthの遺産エリアと分布図

2　　Perth
パースはオーストラリア・西オーストラリア州の南東に位置し、同州の州都であり最大都市です。
パースという名前は1829年にスコットランド人のジェームズ・スターリング総督が植民地大臣
であるジョージ・マレー卿を称え、彼の出身地のパースから命名されました。
この地域は起伏が少ないことが特徴で、パース駅周辺に歴史的な建物やウォールアート、路地な
ど様々な要素が混在しています。

2－１　Northbridge住宅街エリア

2－２　Northbridge繁華街エリア

2－３　Perth Culturalエリア

2－４　Wellington St北側モダン高層建築エリア

2－５　Mciver駅北側低層建築エリア

2－６　Perth ショッピングセンターエリア

2－７　St Georges Terraceオフィスエリア

2－８　Perth駅南側モールエリア

2－９　Perth駅南東公民エリア
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パースの最も北の西側に位置するエリアで、ノースブリッジという市街の中でも比較的落ち着いたエリアとなっ
ています。エリア内には公園や街路樹などの緑のある空間と住宅が混在する、静かで居心地の良い街並みが特
徴となっています。

　景観特性　

東西にのびるアバディーンストリートには連
続する街路樹が広がっており、それらが統一
感のある景観を演出しています。建物よりも
背の高い街路樹が通りに沿って真っすぐ並
んでいるため、この通りを見たときに建物よ
りも緑が多く並んでいるという印象を受ける
空間となっています。

東西にのびるニューキャッスルストリートに
は街路樹が点在して並んでいます。アバディ
ーンストリートとは異なり、不規則に背の異
なる街路樹が並んでいるため、統一感などは
あまり感じられません。通りを見たときも街
路樹が目立つことはあまりなく、建物と街路
樹が調和している空間となっています。

東西を走るメインの通りとは異なり、路地に
入ったところには住宅が密集しているという
のが特徴です。湾曲する路地に沿って住宅が
一軒一軒並んでいます。また路地ということ
もあり車通りが少なく車道も狭いため、この
エリアはより住宅が目立つ空間となっていま
す。

1.連続する街路樹が連なる住宅街 2.点在する街路樹が連なる住宅街 3.住宅が路地に密集している

1.連続する街路樹が連なる住宅街　　

　景観形成の特徴　

3.住宅が路地に密集している

　具体的な保全策　

■街路樹の種類、高さを維持し、統一された直線的な景観を保つ。
■街路樹よりも背の高い建物を建てないようにし、緑の景観を保全する。

• 背の高い統一された街路樹が立ち並び、アバディーンス
トリートの景観を形成する大きな要素の一つとなって
いる。

• このストリートには街路樹よりも高い建物があまりない
ため、緑の景観が直線的に続いている。

• ニューキャッスルストリートにも街路樹が点在している
ため、建物の外観や通りの様子など見える部分が多く、
空間要素が目立つ景観が広がる。

• 車道を分ける中央の部分にもスペースがあり、景観を形
成する要素がアバディーンストリートよりも豊富である。

• 街路樹とその他の要素との調和した景観が続いている。

• 統一された外観のものはなく、様々なデザインの住宅が
並び、周辺とは独立した特徴的な景観となっている。

• Plateria Hellasという広場やLion Walkというカフ
ェに併設されている可動式のテラス席など、メインの通
りとは異なった景観要素が路地に広がっている。

統一された街路樹の様子

ニューキャッスルストリートの様子

車道中央スペースの様子

Plateia Hellasの様子

Lion Walkの様子

■街路樹に統一性は持たせず、周りとの調和を図っていく。
■建物の外観や歩行者空間などをもっと歩いていて楽しいものにする。

■この路地に規模が大きく景観を損なうような建物の建設はしない。
■広場やテラス席などの視界が抜けるところには街路樹などを置かず、
ランドマークをより目立たせるようにする。

　具体的な保全策　

　具体的な保全策

2.点在する街路樹が連なる住宅街　　　
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【凡例】

公園

景観上重要な道路

路地

エリア境界

視点方向・重要な軸線

密な住宅街

連続する街路樹

点在する街路樹
背の低い街路樹
Lion Walk

Plateria Hellas

Northbridge住宅街エリア2-1

ニューキャッスルトリート

アバディーンストリート

このポイントで視界が開けるため
景観が変化するポイントとなっています。
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パースの北側に位置するエリアで、特に飲食店が多く集まる賑やかなエリアとなっています。エリア内には歩行
者空間やチャイナタウン、ウォールアート、オブジェクト、テラス席など空間を彩る特徴的な要素が多いです。東側
にあるウィリアムストリートを筆頭にそれらの要素が連なっており、ウォーカブルな空間となっています。

　景観特性　

チャイナタウンのエリアには外観や看板など
でその場所の特徴を表すようなしつらえがさ
れた建物が並んでいます。このエリア内の他
の場所にも、アジア系の飲食店が点在してい
ますが、チャイナタウンは特にその特色が確
立されており、このエリア全体の核となって
いる空間となっています。

このエリアの商店街は1階の天井部分が突
き出して屋根のようになり、その下に歩行者
が形成されています。そうすることで、より明
確で連続性のある歩行者空間を生み出して
います。また突き出している部分には看板が
しつらえられており、それらもこの歩行者空
間の特徴的な要素になっています。

このエリアには特徴的なオブジェクトやモチ
ーフ、ゲートが不規則に点在しており、それら
が自動的にエリア内のシンボルマークとなっ
ています。単純な設置物や飾りとして空間を
彩るという機能だけでなく、直線的なストリ
ートや箱的な空間をそれとなく区切るという
役割も果たしており、エリア全体にメリハリを
与えています。

1.チャイナタウンの統一された景観 2.突き出し屋根が成す歩行者空間 3.不規則で点的な要素の広がり
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【凡例】

エリア境界

景観上重要な道路

路地

幹線道路

アイストップ

地域を象徴する建築物

開発中エリア
チャイナタウン
芝生

街路樹
ウォールアート
オブジェクト
屋根付き建築物

1.チャイナタウンの統一された景観　　　

　景観形成の特徴　

3.不規則で点的な要素の広がり

　具体的な保全策　
■ウォールアートが駐車車両で遮断されている箇所があるため、近くの
駐車場を活用し、ウォールアートの保全に務める。
■路地の建物の統一感を保ち、ウォールアートなどの要素を目立たせる。

• チャイナタウンという名前を連想させるようなゲートや
建物の外観デザインなどが多く見受けられる。

• オールドシャンハイという特徴的なフードコートは外と
繋がっており、チャイナタウンの連続性を保っている。

• 路地には様々な種類のウォールアートが設置されてあ
り、繁華街に相応しい華やかさのある景観が広がる。

• テラス席や駐車スペースがある
• テラス席は店舗の向かい側の歩行者空間を挟んだ場所
に設置されてあり、お店によってデザインや席数などが
異なる。

• 駐車スペースはくぼんでいるため直線的な視線方向に
は影響を及ぼさないが、歩行者道路側からは形状の変
化が見られ、景観に影響を与える要素の一つとなってい

• 空間を彩る要素が不規則に低密度で点在していること
で、そのオブジェクトが空間におけるポイントとして周
辺にも大きな影響を及ぼす。

• 直線的なストリートに個性的な要素があることで、景観
上の視覚的な変化が生まれる。

オブジェクトの様子

チャイナタウンゲートの様子

■飲食店にはなるべくテラス席を設けるようにする。
■駐車スペースを増設するときは、既存のものの向かい側には設置しな
いようにする。

■直線的なストリートには何かオブジェクトを設置する。
■設置する際には不規則で点的に設置するようにする。

　具体的な保全策　

　具体的な保全策

2.突き出し屋根が成す歩行者空間　　　

オールドシャンハイの様子

テラス席の様子

駐車スペースの様子

ウォールアートの様子

Northbridge繁華街エリア2-2

ウィリアムストリート

突き出し屋根が成す特徴的な
歩行者空間が広がっています。

レイクストリート
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芝生

【凡例】

景観上重要な道路

エリア境界

幹線道路

視点方向

パースカルチュラル
センター

歴史的建築物

高低差（階段、スロープ）

コンテナカフェ

歩行者専用道路

坂道（下から上）

パース駅の北側に位置し、州立の図書館や博物館から成るパースカルチュラルセンター、大学などの教育機関を含む
文化的なエリアです。エリア内には歴史的建築物が多く保全されている一方で現代的なマンションも建ち並び、古く
からの街並みと現代的な街並みが共存しています。

　景観特性　

４つの公共施設があり、これらの公開空地か
ら大きな空間が成り立っています。高低差や
コンテナカフェなどが外部からの視線を遮り、
独自の空間が形成されています。イベントも
開催され、パースの文化の中心地としての役
割を果たしています。

このエリアでは歴史的建築物が多く保全さ
れています。近年建てられた建築物もファザ
ードの高さと色が歴史的建築物に似たデザ
インで揃えられており、パースの歴史的な街
並みとその統一感が保全されています。

ニューキャッスルストリートには街路樹が多
く、且つ道幅も狭いため、他の道路よりも緑
が強調され、視線が抜けにくくなっています。
また、このストリートにも歴史的建築物はあ
りますが、エリア内の他のストリートと比べる
と少なく、代わりに２～４階建ての現代的な
マンションが多いのが特徴です。

1.公共施設が生む大きな空間 2.保全された歴史的な街並み 3.視線の抜けにくい住宅街

1.公共施設が生む大きな空間　　　

　景観形成の特徴　

3.視線の抜けにくい住宅街

　具体的な保全策　
■パースカルチュラルセンター内の歴史的な設えでない建築物も、
歴史的な設え（色、素材）に揃える。
■駅側からの歩行者のアクセスをスムーズにするため、横断歩道を
増やし、歩行環境を改善する。

• パースカルチュラルセンターには広い公共空間があり、
コンテナカフェやベンチ、植栽があることで、通路から見
えるにぎわいが生まれ、豊かな景観となっている。

• 車が進入できない歩行者専用の空間となっている。これ
により車道が省かれるため、より広々とした空間が広が
り、余裕のある景観が生まれている。

• エリア内の半分以上の建物が古くから残る歴史的建築
物で、歴史的な意匠を持つ低層２～３階建ての建物が
街並みを形成しており、他のエリアよりも歴史的な雰囲
気が強く表れている。

• パースカルチュラルセンター内の博物館、シアター、美
術館は歴史的な設えの建物であり、それらはセンター
内だけでなく外の街並みにも影響を及ぼしている。

• ニューキャッスルストリートには高さや葉の付き方の異
なる様々な種類の街路樹が並んでおり、且つ道幅が狭
いため、緑が強調され、視線が　抜けにくくなっている。

• マンションが多く、1階部分が店舗、2階以上が住居と
なっている場合が多い。他のエリアと比べると人通りは
まばらであり、賑わいが少ないエリアであると言える。

■エリア内の建物を建て替える際には、歴史的な街並みに配慮した
ファザード、高さであるかどうかを審査する。
■街路樹の高さを低くして歴史的建築物を際立たせる。

■各住居のベランダにも植木を設け、ストリートを緑で包む。
■住宅街の静けさのために、テラス席を設けない。

　具体的な保全策　

　具体的な保全策

2.保全された歴史的な街並み　　

プロットされた幹線道路は、道幅が広く、
視線が抜けている。

ニューキャッスルストリート

コンテナカフェ

ベンチが憩いの空間を生む

歴史的な設えの建築物

博物館

様々な種類の街路樹

1階部分が店舗、2階以上が住居の建物

Perth Culturalエリア2-3



【凡例】

坂道（下から上）

公園

景観上重要な道路

路地

エリア境界

アイストップ

視点方向・重要な軸線

地域を象徴する建築物

眺望点

景観上重要な交差点

連続する緑

Aberdeen St 上の交差点より西
側に視点を向けると高層建築を
見ることが出来る、一方で交差
点の東側に視点を向けると、低
層建築物が線上に連なってみる
ことが出来る。また、交差点を
境に南北で建築物の高さが大き
く変化している。

このエリア内唯
一の開けた場所。

Aberdeen St

Pier St

Stirling St

0m 50m 100m

2-4 Wellington St北側モダン高層建築エリア
Perth駅の北東に位置するこのエリアには、一つ一つの規模が大きく、単調なつくりになっています。またファサ
ードデザインはモダンなものが多くあります。車通りのあるストリートには連続した緑が配置されており、エリア
ない南部には芝やベンチ、バスケットコートがあり、良好な街並みが演出されています。エリア内は全体的に西か
ら東へ下がっていく、斜面地となっています。高層建築物は主に住宅・オフィスとして利用されています。 

景観特性

エリア内の南東にある、高層建築や連続した
街路樹が見られない、唯一高層建築による
圧迫感やストリートの連続性を感じることが
ない、開放的な場所です。この場所はPier St
の行き止まりとなっており、車両通行はほと
んどないためエリア内の他の場所と比較して
閑散としています。

このエリアは南北には平坦な直線のストリー
トが広がっています。一方でいくつかある東
西のストリートは西から東にかけて下がって
おり、見晴らしが良く、隣のエリアまで見渡す
ことができる眺望点となっています。

1.連続する緑とモダン高層建築 2.見晴らしの良い線路沿い 3.東西方向の道路における高低差

1.連続する緑とモダン高層建築

景観形成の特徴

2.見晴らしの良い線路沿い

3.東西方向の道路における高低差

具体的な保全策

■エリア内に建築される高層建築物は、高さを揃え、景観として高さによるばらつき
がないようにする。
■住宅・オフィスという用途を活かし、ストリート上にはあえてテラス席やベンチ等は
設けず、すっきりとした景観を保つ。

• 主に住宅・オフィスとして使われている高層建築は、ファサードデ
ザインはモダン建築になっており、高さが一定にそろっている直方
体建築が連続して建ち並ぶ。

• 高層建築物が建ち並ぶStirling Stには高さがそろっている連続
した街路樹が植えられている。

具体的な保全策

具体的な保全策

• エリア内はストリートに沿って建物が建ち並んでいる一方で、 
StrilingStの行き止まりとなっており、開放的な場所になってい
る。

• この場所から東側には、線路沿いに歩行者・自転車専用の細いス
トリートがある。全く車両通行がなく、ストリートのサイドには落書
きや一部ウォールアーが施された建築物の裏側が続く静かで建物
の高さの変化や街路樹が全くない単調な景観が続く。

• 東西のストリートは西から東にかけて下がっていおり、坂上の眺望
点から東へ見通すことができ、ストリートの直線を際立たせている。

• 東西のストリートに面している建物は多くが4,5階建てになってお
り、2階以上にテラスが設けられている。グランドレベルにテラス席
やベンチを配置していない分、その他で人々の活動が景観に組み
込まれるような工夫が施されている。

■歩行者・自転車専用のストリートは建物の裏側に位置しているが、壁全体にウォー
ルアートを施すことにより、単調な景観を緩和させる。
■行き止まりの先にあるのは駐車場のため、開けた空間を維持し、安全性を確保する。

■グランドレベルでの人々の活動がない代わりに、建物のテラスを充実させる、閑散
とした雰囲気を防ぐ。

Stirling Stは直線に沿って連続した緑があ
り、そしてその両サイドに連続した街路樹の
後ろ側にはファサードがモダンかつ単調な
デザインである、高層建築が連続していると
いう特徴が見られ、このエリア内の核となる
ストリートです。

各ストリートごとに高さがそ
ろえられた連続した街路樹
がある。

高さが一定に揃えられたモダン高層建築

スターリン・ストリート
モダン建築と高さがそろえられた街路樹の様子

線路沿いの歩行者・自転車専用の細いストリー
トの様子

アバディーン・ストリート
坂の下からの直線の眺め

スターリン・ストリート　開放感のある様子

2階以上の建物の壁面に設けられたテラス



【凡例】

景観上重要な道路

路地

幹線道路

エリア境界

アイストップ

視点方向・重要な軸線

地域を象徴する建築物

眺望点

高層建築（3階建て以上)

低層建築物に高さが
そろえられている街路樹

Pier St

Lord St

Aberdeen St

0m 50m 100m

2-5 Mciver駅北側低層建築エリア
このエリアは幹線道路であるロード・ストリートの西側に隣接しています。エリア内のほとんどの建物が低層建築
になっています。駐車場がいくつかあり、街区内は見通しの良いということが上げられます。また、このエリアは平
日・日中の人々が活動的になる時間帯にも関わらず、人通り・車通りともにほとんどなく、路地で言い争いやホー
ムレスのたまり場があるなど、閑散としていて駅周辺の地域と比較すると治安が悪い印象のあるエリアです。

景観特性

低層建築が多く建ち並ぶこのエリア内には
いくつかの高層建築があります。しかし、プロ
ット地図からも分かるように、ストリートから
セットバックがされており、街区内の景観に
圧迫感を与えず、街路の見通しが良いという
特徴があります。

低層建築エリアは傾斜が全くない平坦な土
地が広がっています。視線がエリアの先まで
抜ける直線になっており、ストリートの両サ
イドは低層建築が連続して立ち並んでいます。
また、街路樹の高さは周囲の低層建築に合
わせられているため、視線を向けた際に、アイ
ストップとなるものがなく、空が広がって見え、
開放感を感じさせます。

エリアの南東の線路沿いには、地図に記載
がない歩行者・自転車用の細いストリートが
あります。線路と並行する直線が続くこのス
トリートは、線路側と反対側には低層建築の
建物の裏側が続いており、グランドレベルが
続く単調な景観となっています。

1.圧迫感を与えない高層建築 2.低層建築が生み出す上空と開放感 3.線路沿いの単調な景観

このエリアの西側に隣接するエリア
は高層建築が多く建ち並ぶエリアで
す。その境目となっているこのストリ
ートは西側は高層建築、東側は低層
建築が建ち並び、エリアの境目をはっ
きりと確認することが出来ます。

1.圧迫感を与えない高層建築

景観形成の特徴

2.低層建築が生み出す上空と開放感

3.線路沿いの単調な景観

具体的な保全策

■このエリア内に新たに高層建築を建てる場合は、セットバックを必ずさせ、視覚的
圧迫感のない開けた上空と開放的な景観を維持する。
■路上駐車を一定のストリート上にしてもらうように、促す。

• このエリア内にあるほとんどの建物が低層建築物（1階・2階建て
の建築物）である。

• 広い駐車場も2つほどあり、エリア内の高さが全体的に低くなって
いる。

• いくつか点在している高層建築は、どれもストリートから奥まって
（セットバックして）建てられているため、エリア内における高層建
築による視覚的圧迫感が無い。

具体的な保全策

具体的な保全策

• 街路樹は、ストリートに面している低層建築物に高さがそろえられて
いるため、木と建物のどちらかが高いということがなく、ストリート上
空の直線の景観がそろって見え、上空との境目をはっきりと認識する
ことが出来、開放感を感じることができる。

• エリア内は全く傾斜のない平坦な土地であるという特徴があり、スト
リート上の中心に立ち視線を先に向けると、建物や木に邪魔されるこ
となく、真っすぐに見通すことが出来る。

• このエリアにおける特徴の1つとして駐車場が多い点が上げられる。
• エリア内南東の線路沿いには歩行者・自転車専用の静かで平坦な
人気のないストリートがあり、隣接する線路の向かい側は建物の裏
側になっている。

• この細いストリートに隣接するMciver駅は主要駅であるPerth駅
の隣にあるにもかかわらず、無人駅であり、ほとんど人気がない。

■各ストリートに植樹されている街路樹の高さは周囲の低層建築に高さをそろえ、定期
的に手入れを行い、ストリートと建物・街路樹の一直線になっている景観を保全する。

■車両通行止めの細いストリートのため、街路樹等の視覚的に見通しの悪くなるもの
は配置しない。

アバディーン・ストリート　
奥まって建てられた高層建築の様子

ピア・ストリート　
3階部分からセットバックされた高層建築の様子

アバディーン・ストリート　低層建築の様子

開放的な上空と周囲の建築物に高さがそろえ
られた街路樹の様子

線路に隣接する細いストリートの様子

アバディーン・ストリート横の路地の様子
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【凡例】

坂道（下から上）

公園

路地

幹線道路

エリア境界

アイストップ

地域を象徴する建築物

歴史的建築物

歩行者専用

マレーストリートとヘイストリートで
はテラス席が設置され、通りのにぎ
やかさが創出されています。

マレーストリート

ヘイストリート

シャフトレーン

このエリアはパース駅の西側に位置する。エリア内は様々な業種が集積している。歴史的な外観の建物が多く立
ち並び、古くから商業エリアとして親しまれてきた。そのため、歩道上に連続した屋根のある片側式アーケードが
設置されているところも多い。また、路地が発展していることも特徴の一つであり、路地にはウォールアートだけ
でなく店舗もある。路地の中に入らないと何があるかわからないところも魅力になっている。

　景観特性　

このエリアは直線的に通された車の通行可
能な道のほかに歩行者専用の路地が多く通
されていることが特徴的な地域です。路地に
はお酒の飲める飲食店や雑貨店などがあり、
このような通りをショッピングセンターと呼
びます。パースショッピングセンターエリアは
ストリートだけでなく路地まで魅力的なもの
であふれている地域です。

このエリアは以前から商業地として発展して
いたこともあり、歴史的な建物が多くあるこ
とが特徴です。新たに建設した建物も歴史的
な見た目になっているものもあります。商店
街の様にストリートとして発展したため建物
の外観に統一性が見られ、ファサードが似た
見た目で統一されている看板建築が多くあ
ることが特徴的です。

パースは町中に多くのアート作品があること
からアートに力を入れた都市として知られて
います。このエリアには路地が多くあり、主に
そこに芸術家が描いたウォールアートがあり
ます。アートは魅力化のツールとして取り入
れられることが多いです。路地にアートを描
いてもらったことにより、路地にもストリート
と異なる魅力があることが特徴的です。

1.路地を魅力づける店舗 2.歴史的な外観の建物 3.随所に描かれたアート

1.路地を魅力づける店舗　　　

　景観形成の特徴　

3.随所に描かれたアート

　具体的な保全策　

■路地の中に空き店舗をつくらない。
■路地入口の魅力向上に努める。

• シャフトレーンの様に路地には飲食店、雑貨店などの店
舗が出店し、テラス席の様に路地に開かれた店舗形態
により、にぎわいが生み出されている。

• 商店街の様に発展したため、道路前面に配慮し歴史的
な見た目で統一した看板建築のような建物が多い。 

• このエリアを象徴するものとなっているアートシリーズ
-ザ アドネイドのウォールアートがランドマークとなって
いる。

• 路地のウォールアートは路地の魅力向上に貢献するだ
けでなく、安全の向上にも貢献している。

■これから新たに建設する建物は道路前面に配慮したものにする。
■ストリートで片側式アーケードが設置されているところは老朽化に配
慮しつつ、アーケードが連続するようにする。または1階部分をセットバ
ックし歩行空間にする。

■本エリアの建物はファサードが特徴的だが、建物の裏側は何も工夫さ
れていないものが多い。そのため、建物の裏側にさらにウォールアートを
増やす。
■ウォールアートによる来客を周辺店舗に呼び込み、アートに充てる費
用にする。

　具体的な保全策　

　具体的な保全策

2.歴史的な外観の建物　　　

• ストリートで発展したため、人が歩きやすいように片側
式アーケードが設置されている。

• 路地全体が東西南北に多く存在することで回遊性が向
上し、エリア全体に人が循環するようになっている。

路地の壁面アート

アートシリーズ-ザアドネイトのウォールアート

片側式アーケードが設置されている

歴史的な見た目の建物

路地に開かれた店舗

シャフトレーンの入り口

Perthショッピングセンターエリア2-6
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【凡例】

坂道（下から上）

幹線道路

エリア境界

アイストップ

地域を象徴する建築物

歴史的建築物

広場

ヘイストリート

セント ジョージズ テラス

このエリアにはオフィスが多くあるため、
食事をとれる場所が作られています。

独自の機能を果たす建物が不規則に
立ち並ぶため、このエリアには建物の
足元に多くの広場が存在します。

このエリアはセント ジョージズ テラス沿いのエリアである。エリア全体に一体性があるわけではなく、それぞれ
の建物が独立して建っている。セント ジョージズテラスが幹線道路ということもあり、この道路沿いでは建物の
つくり、ファサードのデザインが特徴的である。パース ショッピングセンターエリアとの境界の北側ではこのエリ
アの特徴でもある造形の独自性はもちつつ、高さや片側式アーケードの設置など配慮されたものになっている。

　景観特性　

セント ジョージズ テラスが幹線道路である
という点から歩行者に対する建物の開きが
行われていません。その地域の建物に一体性
はなく、それぞれの建物が独自の機能として
建っていることが特徴です。そのため、この地
域の建物は高さが異なり、個性的な造形の
建物が建てられている特色があります。

セント ジョージズ テラス沿いの地域はこの
通りが幹線道路であるということもあり、道
路と建物が連続していません。そのため、エ
ントランスが数段階段を上がるつくりになっ
ている建物が多いことが特徴です。また、写
真の様に1階部分のみセットバックされ、柱
がむき出しになっている構造のものも多くみ
られます。

エリア北側のヘイストリート沿いの地域はパ
ースショッピングエリアと隣接する地域です。
隣接するパース ショッピングエリアは低層で
歴史的な造りの建物が多くあるため、当エリ
アのヘイストリート沿いの地域ではそれに準
じた建物が多くみられます。また、片側式アー
ケードも多くあるのでそこにも合わせた建物
が多いのが特徴です。

1.独立した造形の建築物 2.街路との関係性を断つ前面 3.周辺エリアに配慮したファサード

1.独立した造形の建築物　　　

　景観形成の特徴　

3.周辺エリアに配慮したファサード

　具体的な保全策　

■グランドレベルの使用用途がオフィスの場合は一段上げる、飲食店の
場合は歩道活用のためにグラウンドレベルでエントランスをつくる。

• 都市計画上で大きく制限がされていないため建物のフ
ァサード、高さの統一感がない。

• セントラルパークは道路レベルよりエントランスをあげ
ることで幹線道路のスピード感とは切り離された落ち
着いた印象がある。

• 歩道と車道の間に街路樹が植えられていることで、役割
を区分している。

• 隣接するエリアの建物同様に片側式アーケードを設置
し、ペデストリアンフレンドリーに努めている。

• 建物のがヘイストリートになじむよう、ファサードのつ
くりを古風なつくりにした看板建築になっている。

■安全面を考慮し視認性を確保するために、街路樹が大きく育ちすぎ
ないようにする

■現在ファサードの様式がそろえられていない建物は建て替えの際に
似た様式になる努力をする
■オフィスビルが立ち並ぶエリア特性は残しつつ、隣接するエリアとの
調和に努めるために本エリア側は片側式アーケードではなく、1階部分
のセットバックを行う

　具体的な保全策　

　具体的な保全策

2.街路との関係性を断つ前面

• 建物の用途が異なるため建物によってエントランスも
統一感がなくなっている。

エリアに調和するための看板建築

1階部分をセットバックした疑似アーケード

歩道と車道の間にある街路樹

GLより高い位置にあるエントランス

統一感のないエントランス

建築物の高さの統一感がない

St Georges Terraceオフィスエリア2-7
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視点方向・重要な軸線

エリア境界

モール

幹線道路

景観上重要な道路

【凡例】

屋内通路

ランドマーク

広場

歴史的建築物

ウォールアート

ランドマークとなるモニュメントを持つ
大きな広場が二つあり、
駅前のシンボル的な役割を
果たしています。

南側のセントジョージズテラス
はエリア内の他のストリート
とは異なり、現代的な高層ビル
が建ち並びます。

2本のモールをメインに、パースの中心街として商業の核となるエリアです。駅前には２つの広場、モール、商店街があ
り、昼夜問わず人通りの絶えない場所となっています。他のエリアよりも歴史的な建築物が多く、古くからの街並みが
強く保全されているのが特徴です。

　景観特性　

マレーストリート、ヘイストリートの2本の
モールがあり、モール内には道路部分を埋め
るように街路樹、ベンチ、モニュメントなどが
設置されています。2階建ての店舗が高密度
に建ち並び、人通りが絶えない駅前のメイン
ストリートとして賑わいをもたらす空間と
なっています。

パースの市街地では多くの歴史的建築物が
保全されています。このエリアでは、２～３階
建ての1階に店舗を有する建物が、ストリー
トに沿うように横長に建ち並んでいるのが特
徴です。それが通りの連続性をもたらし、スト
リートごとに統一感のある景観を生んでいま
す。

マリーストリート、ヘイストリートは、車道が
狭く、店舗が多いため、歩車共存のストリー
トとなっています。モール部分と同様に歩道
にベンチやテラス席が設置されているケース
が多く、それらがにぎわいをもたらしています。
ファサードの高さが揃えられており、ストリー
トとしての統一感が演出されています。

1.商業の中心地となる2本のモール 2.保全された歴史的な街並み 3.歩車共存の商店街

1.商業の中心地となる2本のモール

　景観形成の特徴　

3.歩車共存の商店街

　具体的な保全策　

■モール内の1階にある飲食店には、一定数のテラス席を設けることを義務付け
る。
■天空率が低いため、日差しを遮らないように周辺の地域に高度制限をかける。

• モール内にはベンチ、街路樹、オブジェなどがバランス良く設置
され、アクティビティが連続して見えるようになっており、歩行者
を飽きさせない工夫がなされている。

• 2本のモールをつなぐロンドンコートは、路地のような狭い道路
空間に、3階建てのロンドンの街並みを模した建築を連続して高
密度に建て、  外部空間を遮断することでパースの他のストリー
トとは異なる雰囲気を持つ空間となっている。

• エリア内の半分以上の建物が古くから残る歴史的建築物で、
歴史的な設えが施された２～３階建ての建物が街並みを形成
しており、他のエリアよりも歴史的な雰囲気が強く表れている。

• 2～３階建ての1階に店舗を有する建物が、ストリートに沿う
ように横長に建ち並んでいるのが特徴である。それが通りの連
続性をもたらし、ストリートごとに統一感のある景観を生んで
いる。

• 店頭に屋根がついており、軒先が突き出ている形状の建物が多
く、2階以上と1階部分の空間を分けることで、2階以上の歴史
的な設えとは異なる商店街らしい歩道空間が表現されている。

• 狭い道路空間で十分な歩道の広さを確保するために、歩道のく
ぼみに路上駐車スペースが確保され、細い車道のみの単調な景
観に変化をもたらしている。

■エリア内の建物を建て替える際には、歴史的な街並みに配慮した
ファザード、高さであるかどうかを審査する。
■街路樹の高さを低くして歴史的建築物を際立たせる。

■幅の広い歩道を保全し、歩車共存を崩さない。
■店舗の看板の形を揃える。

　具体的な保全策　

　具体的な保全策

2.保全された歴史的な街並み　　

ヘイストリートモール

マレーストリートモール

ロンドンコート

ベンチが交流を生む

モール内の街路樹

歴史的な街並み

連なる店舗の看板

路上駐車スペース

ウォールアート
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エリアの北側は低層建築エリア、西側はモールエリアに接しています。エリア外の東側には住宅地が広がってい
ます。このエリアは商業と住宅のエリアを繋ぐエリアで、市区役所や政府機関、教会、裁判所など市民の生活を支
える公民的要素が集結しています。高さのある近代的な建築物から、歴史的な外観の建築物まで多様な景観が
混在しています。

　景観特性　

４つの東西に延びる直線道路には、交通量
の多い南北の幹線道路と、歩行者と車が混
在する２つの道路があります。直線道路には
街路樹も並んでいますが、遠くまで見通しの
良い景観が続くわけではなく、街路樹が建物
を目隠しし、視界を遮るような景観も見られ
ます。

比較的歩行者の多い道路に接する歩道や、
公民的な建築物には、人が滞留できる空間
があります。滞留空間には、沿道に接してい
るものと建物に囲まれたものがあります。人
が滞留できる空間には、ベンチや緑が設置し
てあり歩行者が快適に、安全に滞留する事
ができるようになっています。

このエリアの核となるのがセント・メアリーズ
大聖堂です。エリア最南の幹線道路から北に
向かう坂道と、東から西へ延びる直線道路
のぶつかり合う場所に位置します。芝生に囲
まれているこの大聖堂は、周りに高い建物も
無く、この建物のみが孤立していてエリアの
ランドマーク的な存在となっています。

1.東西に延びる直線道路と街路樹 2.点在する滞留空間 3.景観の核となる大聖堂

高さや大きさの異なる街路樹

マレー・ストリート
街路樹によって見通しが悪くなっている景観

ベンチやテーブルが置かれた滞留空間

大聖堂を真正面から見た様子

ヘイ・ストリートの歩道にある空間　

芝生が広がる開放的な景観

【凡例】

坂道（下から上）

公園

景観上重要な道路
幹線道路

エリア境界

アイストップ

視点方向・重要な軸線

地域を象徴する建築物

眺望点

芝生空間
歩行者専用道路

ベンチ

連続する緑

1.東西に延びる直線道路と街路樹　　　

　景観形成の特徴　

3.景観の核となる大聖堂

　具体的な保全策　

■街路樹の高さを統一する事で、直線で見たときの景観を保全する。
■道路によって街路樹の高さを変え、道路に合った見通しを確保する。

• 直線道路には街路樹が並び、緑豊かな景観を創出して
いる。

• 多くの街路樹は高さが高過ぎないため、空も良く見える
事  からバランスの良い景観を保つ事ができている。

• 街路樹の高さや大きさが統一されているわけではない
ため見通しが悪い場所や統一感の無い景観も見られる。

• 点在する滞留空間には、沿道にある空間と建物に囲ま
れている空間の２つがある。

• 沿道にある空間は、歩道が広がり、人の流れを調整して
いる。

• 建物に囲まれた空間は、イベントが出来る広さがあり、
人の賑わいを創出するような効果がある。

• 坂の上で開けた場所に位置する大聖堂は、このエリア
の核となる建築物である。

• 建築物の付近には高い建物や植栽が無い事からこのよ
うな開放感ある景観が守られている。

■人が滞留する際にあふれる事が無いよう、多くの人が座れるベンチを
設置していく。
■ベンチの空間を清潔に保全するためにゴミ箱の設置や市民とのゴミ
拾い活動を行う。

■周りには高い建築物を設置しない。
■大聖堂周りは芝生を維持し、背の高い植栽を設置しない事で開放的
な景観を維持する。

　具体的な保全策　

　具体的な保全策

2.点在する滞留空間　　　
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交通量の多い幹線道路は、道路を挟んで
建物の密度の違いが見られます。

マレー・ストリート

市区役所た図書館のあるエリアでは、
歩行者空間が広がっています。


